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平
成
２５
年
若
桜
町
成
人
式

「
わ

か
さ

こ
ど

も
園

」
が

開
園

          
確

定
申

告
が

始
ま

り
ま

す
地

域
で

支
え

あ
い

マ
ッ

プ
づ

く
り

を
実

施
！

若
桜

町
公

共
事

業
入

札
結

果
若

桜
ク

ラ
ブ

が
誕

生
し

ま
す

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

を
し

て
み

ま
せ

ん
か

24678
1
3

　
次
世
代
を
担
う
皆
さ
ん
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
さ
れ

成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
を
健
や
か
に
愛
情
深
く
育
ま
れ
て
き

た
ご
両
親
や
ご
家
族
の
皆
様
に
も
、
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

�
関
連
記
事
10ペ

ー
ジ
に
掲
載
♪
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　認
定
こ
ど
も
園
「
わ
か
さ
こ
ど
も
園
」
が
、
現
在
の
若
桜
保
育

所
で
新
し
く
開
園
し
ま
す
。
若
桜
で
子
育
て
を
す
る
世
帯
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
若
桜
学
園
と
の
連
携
な

ど
も
図
り
な
が
ら
、
一
貫
し
た
教
育
、
保
育
を
目
指
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園

　「わ
か
さ
こ
ど
も
園
」が
開
園

以上の機能を備える施設を、『認定こども園』として県が認定

保護者が働いている、い
ないに関わらず受け入れ
て、教育・保育を一体的
に実施

全ての子育て家庭を対象
に、子育て不安に対応した
相談や親子の集いの場の提
供などを実施

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育

所
の
両
方
の
機
能
や
地
域
の
子
育
て
支
援

機
能
も
持
っ
た
施
設
で
す
。
３
歳
未
満
の

保
育
を
中
心
に
行
う
保
育
部
、
３
歳
以
上

の
幼
児
教
育
を
中
心
に
行
う
幼
稚
部
、
在

宅
子
育
て
家
庭
な
ど
子
育
て
支
援
に
取
り

組
む
子
育
て
支
援
部
に
分
か
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
に
、
一
体
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
。

�

（
左
頁
参
照
）

　

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
う

ち
、
次
の
機
能
を
備
え
る
も
の
と

し
て
、
都
道
府
県
か
ら
認
定
さ
れ

た
施
設
で
す
。

　

家
庭
の
事
情
に
応
じ
て
、
子
ど
も
を
預

か
り
、
保
育
・
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

　

開
園
は
、
７
時
か
ら
19
時
ま
で
と
し
、

早
朝
、
夕
方
は
長
時
間
保
育
（
無
料
）、
延

長
保
育
（
有
料
）、緊
急
時
預
か
り
保
育
（
有

料
）
で
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日
も

７
時
30
分
か
ら
18
時
30
分
ま
で
の
開
園
と

し
、
１
日
保
育
を
行
い
、
共
働
き
家
庭
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
を
支
援
す
る
事
業
を
一
括
し
て

行
い
ま
す
。

　

現
在
の
若
桜
保
育
所
の
保
育
料
を
ベ
ー

ス
に
、
保
育
料
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

幼
稚
部
Ⅰ
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
お
お
む

ね
減
額
。
ま
た
、
幼
稚
部
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
部
Ⅰ
の
保
育
料
よ
り
２
割
程
度
安
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
延
長
保
育
に
つ
い
て
も
、
従
来

の
金
額
か
ら
減
額
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
さ
こ
ど
も
園
で
の
生
活
時
間

  
開
園
時
間
を
延
長

　

土
曜
日
は
１
日
預
か
り
も
！

子
育
て
支
援
部
の
取
り
組
み

  

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
！

わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
保
育
料

 

「
今
よ
り
上
が
ら
な
い
」
を

　

基
本
ベ
ー
ス
に
！

 妊娠/出産   ６か月           卒園 入学

 こども園（保育・教育）  
若桜学園 

子育て支援センター 

滑らかにつなぐ 

０歳   １歳   ２歳   ３歳   ４歳   ５歳 

保 育

教 育

こ
ど
も
へ
の
関
わ
り

卒業

保育部
幼稚部

子育て支援部
Ⅰ Ⅱ

健康、安心、安全を主とした
保育 就学準備を見据えた学びの芽を育む教育 子育て家庭の交流、相談、

支援など

【対象】６か月以上３歳未満
の保育に欠ける家庭の子ども

【対象】３歳以上就学前
の保育に欠ける家庭の
子ども

【対象】３歳以上就学前
の子ども 【対象】在宅子育て家庭など

※保育＝子どもの生命の保持及び情緒の安定
※教育＝遊びを中心とした体験の中から「生活する力」「人と関わる力」「学びの芽（学習への意欲・興味・関心など）」などを育む

認定こども園とは…

わかさこども園の
概要

＊
平
成
25
年
度
＊

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

～
２
月
末
ま
で
～

　

若
桜
町
で
は
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対

象
に
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与

え
て
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
福

祉
課
で
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
児
童
】

町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
及
び

町
内
の
こ
ど
も
園
に
在
籍
す
る
年
長
児

で
、
保
護
者
（
祖
父
母
を
含
む
）
が
仕

事
な
ど
の
事
由
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い

な
い
児
童

【
開
設
場
所
】

若
桜
学
園��

図
書
室
内�

【
開 

設 

日
】

月
曜
日
～
土
曜
日
及
び
長
期
休
暇
期
間

（
春
・
夏
・
冬
休
み
）

　

＊
祝
祭
日
を
除
く

【
開
設
時
間
】

月
曜
日
～
金
曜
日

　

授
業
終
了
後
～
18
時
30
分

土
曜
日
及
び
長
期
休
暇
期
間

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

【
利
用
条
件
】

◎
送
迎
は
、
保
護
者
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◎
昼
食
は
、
弁
当
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。

【
利 

用 

料
】（
平
成
25
年
度
か
ら
）

放
課
後
：
１
０
０
円
／
日

学
校
休
業
日
：
３
０
０
円
／
日�

（
利
用
月
の
翌
月
に
請
求
し
ま
す
。）

�

＊
平
成
25
年
度
か
ら
、
利
用
料
が
改

定
に
な
り
ま
す
。

【
そ 

の 

他
】

申
し
込
み
時
に
、
保
険
料
が
（
８
０
０

円
／
年
間
）
必
要
で
す
。

平成25年4月

☎
申し込み・お問い合わせ先

町民福祉課
（８２）２２３２・２２３３

ＩＰ９（８２）２２３２

 妊娠/出産   ６か月           卒園 入学

 こども園（保育・教育）  
若桜学園 

子育て支援センター 

滑らかにつなぐ 

０歳   １歳   ２歳   ３歳   ４歳   ５歳 

保 育

教 育

こ
ど
も
へ
の
関
わ
り

卒業

平成25年２月 2

若
桜
の
こ
ど
も
た
ち
み
ん
な
集
ま
れ
！

わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
概
要

保
育
に
欠
け
る
、

欠
け
な
い
に
関
わ
ら
ず

み
ん
な「
わ
か
さ
こ
ど
も
園
」へ
！

●
一
時
預
か
り
保
育

　
（
就
園
前
児
童
の
一
時
預
か
り
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
就
園
前
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
、
相

談
指
導
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
開

催
、
情
報
提
供
な
ど
）

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生

を
対
象
に
ク
ラ
ブ
を
開
設
）

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　
（
地
域
に
お
い
て
、
子
育
て
を
助
け
合
う
）
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
・

県
民
税
の
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
申
告
の
相

談
・
受
付
は
、
２
月
18
日
（
月
）

～
３
月
15
日
（
金
）
で
す
。
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
若
桜
町

に
住
所
が
あ
る
人
は
、
所
得
が

な
い
人
・
扶
養
家
族
に
な
っ
て

い
る
人
な
ど
も
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

若
桜
町
で
の
確
定
申
告
の
相

談
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
３
月
６
日
（
水
）
～
３
月

８
日
（
金
）
ま
で
の
出
張
相
談

日
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
申

告
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
午
前
中
は
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
比
較
的
混
み

合
わ
な
い
午
後
の
利
用
も
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

鳥
取
税
務
署
で
は
、平
日
（
月

～
金
）
以
外
で
も
、
２
月
24
日
・

３
月
３
日
の
各
日
曜
日
に
確
定

申
告
の
相
談
・
受
付
が
行
わ
れ

ま
す
。
平
日
に
都
合
の
悪
い
人

は
、
こ
の
日
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
会
場
は
「
鳥
取

市
役
所
駅
南
庁
舎
」
と
な
り
ま

す
。
期
間
中
は
鳥
取
税
務
署
で

の
申
告
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な

ど
の
軽
減
措
置
、
介
護
保
険
料
・

各
種
手
当
て
な
ど
の
算
定
の
基

礎
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申

告
を
し
て
な
い
と
い
ろ
い
ろ
な

手
続
き
に
必
要
な
書
類
（
所
得

証
明
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
）

が
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
収
入
が
な
く
て
も
」
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

の
合
計
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
（
提
出
・
納
税
）

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
公
的
年
金
な
ど
に
係
わ
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
、住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
忘

れ
な
い
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
さ
れ
る
人
の
印
鑑

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
人

は
保
険
料
の
支
払
証
明
書

③
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
ま
た
は

支
払
っ
た
額
の
証
明
で
き
る
も
の

④
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人

は
源
泉
徴
収
票
（
平
成
24
年
分
）

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
と
、
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細
書��

⑥
農
業
所
得
・
事
業
所
得
・
不
動

産
所
得
な
ど
の
あ
る
人
は
、
平
成

24
年
中
の
収
入
・
支
出
の
わ
か
る

も
の
（
農
業
所
得
の
あ
る
人
は
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て

計
算
し
ま
す
。
農
業
所
得
を
申
告

す
る
際
に
は
、
収
入
金
額
と
必
要
経

費
が
分
か
る
よ
う
、
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
、
帳
簿
や
領
収
書
な
ど

を
お
持
ち
下
さ
い
。「
収
支
内
訳
書
」

は
税
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。）

⑦
申
告
者
の
通
帳
な
ど
金
融
機

関
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
還
付
申
告
の
場
合
）

⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方

は
、
寄
附
し
た
団
体
か
ら
受
け

た
受
領
証
な
ど

��
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

��

①
領
収
書
日
付
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。（
平
成
24
年
中
の

も
の
が
対
象
で
す
）

��

②
医
療
機
関
別
・
各
人
別
に

ま
と
め
、
最
後
に
全
部
の
合
計

額
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

���

（
申
告
書
に
添
付
す
る
「
医

療
費
の
明
細
書
」
な
ど
は
税
務

署
・
役
場
税
務
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
申
告
時
の
混
雑
を
避
け

る
た
め
事
前
に
入
手
し
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。）

　

e-Tax

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を

利
用
し
て
申
告
す
る
と

　

①
最
高
３
、０
０
０
円
の
所

得
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
19

～
平
成
23
年
分
ま
で
の
う
ち
こ

の
控
除
を
受
け
た
人
を
除
く
）

　

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

③
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

※e-Tax

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

を
利
用
す
る
に
は
電
子
証
明
書

付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。取
得
方
法
に
つ
い

て
は
役
場
町
民
福
祉
課（
☎
82

－
２
２
３
２
・
２
２
３
３
）ま
で

月 日 曜日 受付時間 場所 対象地域

２

18 月
午前　９時～ 11時

保健センター 新町・山田町
午後　１時～ 04時

19 火
午前　９時～ 11時

保健センター 上町・中町・下町
午後　１時～ 04時

20 水
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

21 木
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

22 金
午前　９時～ 11時

保健センター 西町
午後　１時～ 04時

25 月
午前　９時～ 11時

保健センター 農人町・三倉
午後　１時～ 04時

26 火
午前　９時～ 11時

保健センター 上高野・高野・浅井
午後　１時～ 04時

27 水
午前　９時～ 11時

保健センター 若葉団地・口屋堂羅・屋堂羅
午後　１時～ 04時

28 木
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

３

1 金
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

3 日
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 03時

4 月
午前　９時～ 11時

保健センター 寺所・馬場・内町・あかまつ団地
午後　１時～ 04時

5 火
午前　９時～ 11時 保健センター 赤松・来見野・諸鹿

申　告　受　付　な　し

6 水
午前　９時～ 11時

池 田 分 館 須澄・岩屋堂・吉川
午後　１時～ 03時

7 木
午前　９時～ 11時

池 田 分 館 栃原・中原・加地
午後　１時～ 03時

8 金
午前　９時～ 11時

池 田 分 館 大野・小船・落折・久曽木
午後　１時～ 03時

11 月
午前　９時～ 11時

保健センター 香田・長砂・湯原・渕見・茗荷谷・ 米
午後　１時～ 04時

12 火
午前　９時～ 11時

保健センター 大炊・岸野・糸白見・根安
午後　１時～ 04時

13 水
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

14 木
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

15 金
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

確定申告相談日程

２月18日（月）から           　　
　　　        ３月15日（金）まで

☎
お問い合わせ先

税務課
（８２）２２３４

ＩＰ（９８２）２２３４

始まります！
　　確定申告

期
限
内
に

必
ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

申
告
は
、
忘
れ
物
の

な
い
よ
う
に
！

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
な
ど
の
加
入
者
は
、

収
入
が
な
く
て
も
申
告
を
！

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
事
前
に
領
収
書
な
ど

を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.

go.jp

）e-Tax(

イ
ー
タ
ッ

ク
ス)

で
の
確
定
申
告
が
便
利

で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

公
的
年
金
な
ど
に

係
わ
る
確
定
申
告
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本
人
通
知
制
度
と
は
、
市
町
村
が

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど

を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た

と
き
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対
し

て
そ
の
事
実
を
お
知
ら
せ
す
る
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
不
正

請
求
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

 

登
録
で
き
る
人

　

・
若
桜
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

（
過
去
に
住
民
登
録
し
て
い
た
人
）

　

・
若
桜
町
に
本
籍
が
あ
る
人

　
　
（
過
去
に
本
籍
が
あ
っ
た
人
）

 

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
本
人
が
登
録
手
続
き
す
る
場
合

　

・
登
録
者
本
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

○
法
定
代
理
人（
未
成
年
者
の
親
権
者
、

成
年
後
見
人
）
が
登
録
手
続
き
す
る

場
合

　

・
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

　

・
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
の
資
格

を
証
明
す
る
書
類

○
そ
の
他
代
理
人
が
登
録
手
続
き
す
る

場
合

　

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

　

・
登
録
者
本
人
の
自
署
し
た
委
任
状

☎
申し込み・お問い合わせ先

町民福祉課
（８２）２２３２・２２３３

ＩＰ９（８２）２２３２

戸
籍
や
住
民
票
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
を
始
め
ま
し
た

登録者

若桜町
役場
町民

福祉課

住民票・
戸籍謄本など

の請求者
（代理人・第三者）

１．事前登録の
　　申出

　

４．交付した
　　事実を通知
      

２．住民票の
　　写しなどの
　　交付請求

　

３．請求書の
　　審査のうえ
　　交付

制度の流れ

業　務　名 箇所 落札業者名 落札金額 業務期間
旧若桜小学校校舎解体工事に伴う工
損事前調査業務 若桜 ㈱白兎設計事務所 3,675,000 H24.  7.24 ～ H24.10.31

若桜町立学校給食センター改築工事
実施設計委託業務 浅井 ㈱白兎設計事務所 7,350,000 H24.10.  2 ～ H25.  2.28

造林事業作業委託業務 中原 八頭中央森林組合 5,071,500 H24.10.  3 ～ H24.11.30
若桜町農業集落排水施設機能診断調
査・最適整備構想策定業務 吉川 鳥取県土地改良事業団体連合会 6,195,000 H24.  9.27 ～ H25.  3.  8

若桜町営塵芥処理場解体工事設計等業務委託 浅井 日本水工設備㈱ 3,570,000 H24.  5.24 ～ H24.12.20
若桜町地域福祉計画策定委託業務 若桜 ㈱ぎょうせい 3,465,000 H24.  8.10 ～ H25.  3.29
平成 24 年度若桜町地籍調査業務 根安・須澄 日進測量㈱鳥取営業所 8,137,500 H24.  6.14 ～ H25.  3.20
町道吉川村中 2 号線外側量設計委託業務 吉川 ㈱大地企画 7,245,000 H24.  8.14 ～ H24.12.20
若桜町役場庁舎他耐震診断業務 若桜 ㈱桂設計事務所 3,906,000 H24.  6.30 ～ H25.  3.10

【委　託】�� （単位：円）

【工　事】� （単位：円）

【備品購入】� （単位：円）

　若桜町が行った公共事業（４月１日から12月31日までに入札したもので１件300万円以上が対象）の
入札結果をお知らせいたします。なお、結果は契約時のものを表記し、落札金額は消費税込みの金額です。

若桜町公共事業入札結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成24年4月～ 12月入札結果（300万円以上）

工　事　名 箇所 落札業者名 落札金額 工事期間
岩屋堂地区簡易水道石綿管布設替工事 岩屋堂 ㈲宮本組 11,109,000 H24.  7.31 ～ H24.12.20
若桜町公民館池田分館調理室改修工事 中原 谷川住建㈱ 3,402,000 H24.  8.30 ～ H24.10.31
わかさ氷ノ山スキー場リフト整備工事 米 安全索道㈱ 37,695,000 H24.  7.11 ～ H24.11.30
作業道中江線開設工事 中原 ㈲川上工務店 4,567,500 H24.  7.21 ～ H24.10.30
若桜町獣肉解体処理施設新築工事 若桜 ㈲瀬戸商店 21,840,000 H24.10.26 ～ H24.12.25
若桜町高齢者等交流拠点施設寄来屋
下水道接続工事 吉川 ㈲川上工務店　 3,927,000 H24.  7.  6 ～ H24.  7.25

若葉団地下水道接続工事 浅井 小倉建材店 5,355,000 H24.  7.24 ～ H24.12.  5
林道屋堂羅線開設工事 屋堂羅 中一建設㈱ 15,435,000 H24.  8.28 ～ H24.12.20
おためし住宅新築工事 (H24-1) 赤松 ㈲瀬戸商店 15,433,253 H24.10.17 ～ H25.  1.30
おためし住宅新築工事 (H24-2) 赤松 ㈲中村幹 15,392,717 H24.12.13 ～ H25.  3.25

物　品　名 納入場所 落札業者名 落札金額 納入期限
コミュニティ助成事業（トヨタ福祉車両購入） 若桜 河戸サービス 4,556,280 H24.11.30
若桜町消防ポンプ自動車整備事業 若桜 ㈱吉谷機械製作所 19,582,500 H25.  2.28

　

近
年
、
急
激
に
社
会
や
環
境
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
あ
わ
せ
て
地
域
の
支
え
あ
い
の
し
く
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
や
相
次
ぐ
自
然
災
害

に
備
え
た
避
難
体
制
の
整
備
が
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
鳥
取
県
の
取
り
組
み

で
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
で
の
見

守
り
や
災
害
時
の
避
難
体
制
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

若
桜
町
で
も
各
集
落
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
屋
堂
羅
、
岩
屋
堂
、
大
野
の
３
集
落

か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
協
力
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の

支
え
あ
い
マ
ッ
プ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

若
桜
町
で
は
、
昨
年
度
に
各
集
落
で
支

え
あ
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
変

更
点
の
見
直
し
と
、
今
回
は
更
に
具
体
的

な
と
こ
ろ
で
、
手
助
け
の
必
要
な
人
の
支

援
者
や
避
難
方
法
、
安
否
確
認
の
方
法
と

情
報
の
通
報
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

ど
の
集
落
で
も
皆
さ
ん
積
極
的
に
話
し

合
わ
れ
、と
て
も
充
実
し
た
会
と
な
り
ま

し
た
。�

《
若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
》

地
域
で
支
え
あ
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
を
実
施
！

大野集落！
実際の災害を想定して
具体的な意見交換が行
われました。

岩屋堂集落！
きめ細かな支え
あいマップがで
きました。

屋堂羅集落！
ほぼ全世帯から参加があり、
見守りや避難の方法など詳
しく話し合われました。

　
「
第
27
回
障
害
者
に
よ
る

書
道
・
写
真
全
国
コ
ン
テ

ス
ト
」の
写
真
部
門
で
、
山

根
和
泰
さ
ん（
大
炊
）が
銅

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

題
名
は「
ぼ
く
が
60
歳

の
時
、
観
た
桜
」で
す
。
22

年
間
同
じ
カ
メ
ラ
で
、
四

季
の
景
色
、
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
、
ま
ど
ろ
む
動
物
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
撮
り
続
け

る
中
で
、
こ
の
写
真
は
昨

年
春
に
役
場
前
自
転
車
置

場
で
咲
い
た
見
事
な
桜
を

撮
っ
た
も
の
で
す
。�

　

今
後
も
美
し
い
自
然
の

若
桜
町
で
、
そ
の
腕
前
を

磨
き
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

表彰状も授与されました 見事銅賞に輝きました

山
根
和
泰
さ
ん
が

　
　写
真
部
門
で

銅
賞
を
受
賞
！
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現
況
が
農
地
で
な
い
場
合
で
も
、
登
記

簿
上
の
地
目
が
農
地
で
あ
る
場
合
に
は
農

地
法
に
よ
る
転
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
無
許
可
で
転
用
さ
れ
た
場

合
に
は
農
地
法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中

止
や
原
状
回
復
命
令
を
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
厳

し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
土
地
の
用
途
を
変
更
さ
れ
る
前

に
は
、
必
ず
農
地
か
ど
う
か
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

新
築
や
植
林
な
ど
を

　

す
る
際
に
は

確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

☎
お問い合わせ先

農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

1
月
11
日
に

農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定�

３
件

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請�

１
件

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請�

１
件

若桜町総合型地域スポーツクラブ

若桜クラブ（仮称）が誕生します

住んでいる町で楽しく運動を！

　若桜クラブは、「いつでも・どこでも・誰でも・いつまでも」
スポーツやレクリエーションに親しむことで、若桜地域の皆さんの生きがい・健康づ
くり・仲間づくりや青少年健全育成を推進し、楽しく活気ある地域づくりをめざします。

たくさんの人が気軽に参加できる教室・イベントを企画していきます。

4月より会員制となります。年会費、教室・イベントなどの参加料が必要となります。

なぜ「総合型地域スポーツクラブ」を設立するのでしょうか・・・？

指導者及びボランティアスタッフも随時募集しています！

たとえば、このようなことを考えている人はいませんか？

さらにこんなことにも応えていきます！

運動をしたくても活動する場所が身近にないなあ。　　

　・クラブはさまざまスポーツプログラムを提供します。

子どもたちの放課後の時間、ゲームやテレビにのめり込み過ぎて心配・・・。

　・さまざまなスポーツ、レクリエーションを通じて遊びの場を提供します。

少子高齢化社会なので、これから医療費の負担が増えていくんだろうなあ。

　・スポーツに親しむことが増えると
健康で体力維持ができ医療費の削
減につながります。

親子や家族で一緒に遊ぶ

機会がないなあ。

　・家族や世代間交流を
　　進めます。

せっかくの体育施設が使われていない

ことが多いなあ。

　・施設の空き時間を有効活用します。

・健康のため、リハビリの一貫として
・仲間づくりがしたい
・スポーツそのものを楽しみたい
・同じニーズの者同士で競

技を楽しみたい
・ストレス発散がしたい 　
・生きがいづくりに！
・いろんなスポーツに触れ

たい

◇趣旨に賛同いただける方に会員になっていただき、クラブの運営を一緒に行っていただきます。

　１人でも多くの皆さまの入会をお待ちしています。詳しくは下記にお問い合わせください。

【お問合せ】

　若桜町総合型地域スポーツクラブ準備委員会　

　☎(82)2213 　IP☎9(82)2213　 (82)1045　  kyouiku@town.wakasa.tottori.jp 

若桜町総合型地域スポーツクラブでは、地域の活性化にもつなげていきます！！

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

子どもから
高齢者まで

親子で、
家族で、
仲間で

会員として
　活動への参加

定期活動
・スポーツ教室
・サークル活動

交流事業
・会員間の交流
・イベント

体育協会
スポーツ推進委員

学校など

各種団体

ニーズに応じた
スポーツ指導

・有資格指導者の配置

・運営委員
・指導者
・ボランティア

クラブ運営へ
　　の参画

多世代　多志向
他種目

自分の
ペースで

住
民
の
自
主
運
営

会
　
費

連
携

ソフトバレー教室
【内容】気軽に楽しく運動できる

教室です。
【対象】中高生、一般

定期教室

トランポ・ロビックス教室
【内容】音楽に合わせて、動きな

がら楽しく運動します。
【対象】全年齢

定期教室

バスケットボール教室
【内容】初心者から経験者までゲー

ム形式で運動できます。
【対象】小中高生、一般

定期教室

短期水泳教室
【内容】夏休みを使って習熟度に

応じた教室です。
【対象】小中学生

短期教室

元気アップ教室
（高齢者健康体操）

【内容】やさしい運動教室です。
【対象】一般、シルバー

定期教室

サッカー教室
【内容】技術指導を交えて、ゲーム

をしながら運動します。
【対象】小中高生、一般

定期教室

スキー教室
【内容】習熟度に応じて、楽しく

スキーを楽しみます。
【対象】小中学生、一般

短期教室

総合型スポーツクラブカップ
グラウンドゴルフ大会

【内容】楽しみながら交流ができ
る教室です。

【対象】小中高生、一般、シルバー
イベント

フィットネス教室
【内容】ストレッチやエアロビクス

などの運動をしていきます。
【対象】小中高生、一般

短期教室

特典①どの種目へも参加できる。
特典②スポーツ保険の範囲が広がる。
特典③運動に関する相談が受けられる。

３月に

クラブの入会・更新方法（案）について

年会費（保険料別） 　　＋　　 　　保険料　　　　　＋　　　　参加費
1 個人会費
　　ジュニア　　　　　　2,000 円　　　小・中学生　800 円　　　　会員…特別料金
　　16 ～ 18 歳、高齢者　3,000 円　　　大人　　　 1,850 円　　　　1 日会員…実費＋保険料
　　19 ～ 64 歳　　　　　6,000 円　　　65 歳以上　1,000 円
2 賛助会費　　1 口　1,000 円
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今
回
は
保
険
契
約
に
お
け
る

告
知
義
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
保
険
法
に
お
け
る
告
知
義

務
は
、
そ
の
告
知
対
象
を
保
険

契
約
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
損
害

の
発
生
に
関
わ
る
重
要
な
事
項

と
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

保
険
会
社
が
指
定
し
た
重
要
事

項
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
損
害
発
生
に
関
わ
る

重
要
な
事
項
で
あ
っ
て
も
、
保

険
会
社
が
指
定
し
て
い
な
い
事

項
に
つ
い
て
は
告
知
す
る
義
務

弁
護
士

：
上
田
雅
稔
氏　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
告
知
義

務
違
反
の
問
題
は
生
じ
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
会
社

が
指
定
し
て
い
な
い
事
項
に
つ

い
て
告
知
し
な
か
っ
た
こ
と
を

理
由
に
契
約
を
解
除
し
て
支
払

い
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
た
と
え
保
険
会

社
が
指
定
し
た
重
要
事
項
に
つ

い
て
告
知
し
な
か
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
指
定
し
た
重
要
事

項
の
存
在
を
保
険
会
社
が
知
っ

て
い
た
か
、
も
し
く
は
、
不
注

意
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
場
合

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保

険
会
社
が
支
払
い
を
拒
絶
す
る

こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
公
平
に

反
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
保
険
会
社
は
保

険
契
約
を
解
除
し
て
支
払
い
を

拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
本
件
で
は
、
保
険
会
社
で

あ
れ
ば
、
入
院
し
て
い
た
事
実

を
重
要
事
項
と
し
て
指
定
し
て

告
知
を
求
め
て
い
る
の
が
通
常

で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
保
険

会
社
に
よ
る
契
約
解
除
は
有
効

で
す
。
た
だ
し
保
険
契
約
を
結

ぶ
前
に
父
親
が
入
院
し
て
い
た

事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
保
険
会

社
が
知
っ
て
い
た
か
、ま
た
は
、

不
注
意
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た

場
合
に
は
告
知
義
務
違
反
を
理

由
と
し
て
契
約
を
解
除
で
き
な

い
た
め
、
保
険
金
を
支
払
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
本
件
で
は
父
親
は
交

通
事
故
が
原
因
で
死
亡
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
入
院
し
て
い

た
事
実
と
因
果
関
係
の
な
い
死

亡
原
因
と
い
え
ま
す
。そ
こ
で
、

た
と
え
告
知
義
務
違
反
を
理
由

に
解
除
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
告
知
義
務
違
反
の
対
象
と

な
っ
た
事
実
と
事
故
と
の
間
に

因
果
関
係
が
な
い
も
の
と
し

て
、
保
険
会
社
は
契
約
解
除
を

理
由
と
し
て
も
、
保
険
金
の
支

払
い
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
具
体
的
な
手
続
な
ど

詳
細
は
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

先
日
父
親
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
父
親
が
生
前
に
生
命
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

保
険
会
社
に
対
し
て
保
険
金
の

支
払
い
を
求
め
ま
し
た
。
す
る

と
、
保
険
会
社
は
、
保
険
契
約

を
結
ぶ
前
に
父
親
が
入
院
し
て

い
た
事
実
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
保
険
会
社
に
隠
し
て
い

た
と
し
て
、
保
険
契
約
を
解
除

し
て
支
払
い
を
拒
絶
す
る
と
回

答
し
て
き
ま
し
た
。
父
親
は
交

通
事
故
で
死
亡
し
た
の
で
す
か

ら
生
前
入
院
し
て
い
た
こ
と
は

関
係
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
保
険
金
を
支
払
っ
て
も

ら
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【２月の消費生活相談】
【と　き】２月５日（火）・12日（火）・19日（火）・26日（火）
　　　　９時～ 16時

【ところ】地域福祉センター��ドリーミー
　専用ダイヤル�☎(71)0822��IP☎9(71)0822

【２月の法律相談】
【と　き】２月1日（金）13時30分～ 16時�＊要予約
【ところ】地域福祉センター��ドリーミー
　☎(82)0254��ＩＰ☎９(82)0254
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知っていますか？
「若桜町男女共同参画プラン」

その②

①
男
女
共
同
参
画
に
取
組
む
企
業
の
支
援

　

男
女
労
働
者
の
間
に
事
実
上
生
じ
て
い

る
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
雇
用
主
の
自

主
的
か
つ
積
極
的
な
取
組
み
を
支
援
、
啓

発
し
て
い
き
ま
す
。

②
能
力
や
成
果
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る
労

働
環
境
の
整
備

　

労
働
者
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
仕
事
に

取
組
め
、
職
場
に
お
け
る
慣
行
の
見
直
し

な
ど
、
そ
の
能
力
や
成
果
が
適
正
に
評
価

さ
れ
る
魅
力
あ
る
労
働
環
境
の
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

③
精
神
的
・
身
体
的
暴
力
の
防
止
と
、
そ

の
適
切
な
対
応
が
可
能
な
環
境
の
整
備

　

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト(

性
的
嫌
が
ら
せ)

や
パ
ワ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト(

立
場
を
利
用
し
た
嫌
が
ら

せ)

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
学
習
機
会

や
研
修
の
充
実
を
図
り
、
相
談
窓
口
や
事

象
発
生
の
際
の
適
切
な
対
応
が
可
能
な
職

場
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
農
林
業
な
ど
の
分
野
へ
の
参
画
支
援

　

農
林
業
な
ど
に
従
事
す
る
女
性
は
、
生

産
や
販
売
に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
経
営
や
方
針

決
定
へ
の
参
画
は
低
調
で
す
。
新
た
な
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
情
報
や
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

～
職
場
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進
～

　

就
業
は
生
活
の
経
済
的
基
盤
で
あ
り
、
社

会
の
一
員
と
し
て
存
在
意
義
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
場
の
一
つ
で
す
。

　

国
は
、
雇
用
の
各
分
野
に
お
け
る
男
女
の

均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
な
ど
に
関
す

る
法
律
（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
）
に
よ
っ

て
、雇
用
管
理
の
各
ス
テ
ー
ジ
「
募
集
」「
配

置
」「
昇
進
」「
退
職
」
な
ど
に
お
け
る
性
別

を
理
由
と
し
た
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
や
、

妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な

取
扱
い
の
禁
止
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
な
ど
に
よ
り
公
正
な
職
場
づ
く
り
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
桜
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
は
、
次

の
４
つ
を
柱
と
し
た
取
組
み
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

新成人のことばを述べる山根さん

４２名が大人の仲間入り
～平成２５年若桜町成人式～

1月3日  木 〉〉〉

　若桜町公民館で「平成２５年若桜町成人式」を開催し、

４２名（男性２２名、女性２０名）の新成人を祝いました。

　式典では、町長、ご来賓の方々のお祝いのことばをい

ただいた後、新成人を代表して、山根諒士さんが「これま

で多くの方々に支えられて、歩んでくることができたの

だと思います。二十歳という人生の節目を新たな出発点

として、今後も一人ひとりが努力し、自分の思い描く明

日へと日々成長していく決意です。」と新成人のことばを

述べられました。�

　また、記念行事は新成人４名の実行委員の協力を得

て計画され、久しぶりに会う恩師からのお祝いのことば

や中学生時代のＤＶＤ上映、小学生時代に作ったタイム

カプセルの開封など楽しいひとときを過ごされていまし

た。�

タイムカプセルを開封し、記念撮影
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☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９

IP ９（８２）２２１４

　

麻
し
ん
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で

９
割
以
上
の
予
防
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
は
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
の
５
年
間

に
限
り
、
対
象
者
を
中
学
１
年
生
と
高
校

３
年
生
相
当
に
も
広
げ
て
接
種
で
き
る
よ

う
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
対
象
者
に
は
４
月
に
個

別
案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
未
接
種

の
方
が
あ
り
ま
す
。

　

12
月
末
現
在
の
接
種
率
は
年
長
児
（
２

期
）
が
76
・
９
％
、
中
学
１
年
生
が
88
％
、

高
校
３
年
生
相
当
が
89
・
５
％
で
す
。

　

３
月
末
ま
で
に
接
種
さ
れ
れ
ば
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
接
種
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

11
月
下
旬
、
未
接
種
の
方
に
は
再
通
知

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
母
子
手

帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
だ
の
方
は
ぜ

ひ
早
め
に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

ま
た
、
詳
し
く
は
若
桜
町
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
対
象
者

（
若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る
者
）

〈
年
長
児
〉

平
成
18
年
４
月
２
日
～

�

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

〈
中
学
１
年
生
〉

平
成
11
年
４
月
２
日
～

�

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

〈
高
校
３
年
生
相
当
〉

平
成
６
年
４
月
２
日
～

�

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

麻
し
ん（
は
し
か
）予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　あ
る
晴
れ
た
日
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の

下
見
に
行
っ
た
私
た
ち
は
、
小
屋
の

屋
根
に
足
跡
が
付
い
て
い
る
の
を
見

つ
け
ま
し
た
。

　雪
が
積
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
屋

根
と
地
面
は
五
十
セ
ン
チ
以
上
離
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
雪
は
フ
カ
フ

カ
の
新
雪
、
飛
び
上
が
る
の
は
ち
ょ
っ

と
無
理
っ
ぽ
い･･･

。
ど
う
や
ら
屋
根

に
隣
接
し
て
い
る
木
を
伝
っ
て
登
っ

た
よ
う
で
す
。
根
元
に
あ
る
柵
に
は

爪
跡
も
あ
り
ま
し
た
。

　足
跡
の
主
は
き
っ
と
木
登
り
上
手

な
テ
ン
で
し
ょ
う
。
テ
ン
は
イ
タ
チ

科
で
、
イ
タ
チ
を
一
回
り
大
き
く
し
た

よ
う
な
大
き
さ
で
す
。
夏
は
黒
い
顔
、

冬
は
白
い
顔
に
毛
替
え
し
ま
す
。
夜

行
性
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昼
間

に
動
く
こ
と
も
多
く
、
好
奇
心
が
強

い
動
物
で
す
。
以
前
、
私
が
登
山
道

で
会
っ
た
テ
ン
は
ギ
ャ
ッ
ギ
ャ
ッ
と
威

嚇
し
つ
つ
、
な
ぜ
か
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　肉
食
性
の
イ
タ
チ
と
違
い
、
テ
ン

は
雑
食
性
で
す
。
木
の
実
が
多
い
時

は
木
の
実
、
昆
虫
が
多
い
時
は
昆
虫

･･･

な
ど
そ
の
季
節
に
合
わ
せ
て
色
々

な
物
を
食
べ
ま
す
。
植
物
性
の
食
べ

物
が
無
く
な
る
冬
は
、
ネ
ズ
ミ
や
ノ

ウ
サ
ギ
な
ど
動
物
性
の
餌
へ
大
き
く

偏
る
そ
う
で
す
。
厳
し
い
冬
の
季
節
、

氷
ノ
山
の
テ
ン
も
雪
に
埋
ま
り
な
が

ら
小
動
物
を
狩
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
え
ば
、
何
年
か
前
に

響
の
森
の
事
務
室
に
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
が

進
入
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
屋

根
に
登
っ
た
テ
ン
は
、
響
の
森
の
ま
わ

り
に
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
を
探
し
に
来
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
・

 

響
の
森 

ス
タ
ッ
フ  

岡
田
珠
美屋根の上の足跡と夏毛のテン

�屋根の上の足跡

　鳥取県では県民の健康づくりに役立ててもらうため、楽しみながらウォーキングに取り組むシ
ステム「とりっぽ（歩）」が開発されています。
　これは、あらかじめ設定されたウォーキング推奨コースに自分の歩く位置情報をケータイで送
ることで、歩行距離などが記録できるしくみになっています。一定距離に達すると記念品もあり
ます。ただし、事前に自分の情報をケータイから「とりっぽ（歩）」に登録しておくことが必要です。
　さらに、県内19市町村のウォーキングマップなどが掲載されたガイドブックも作成されました。
　若桜町のコース（若桜郷土文化の里と蔵通りなど若桜駅周辺の約4.3キロ）もありますので、
ぜひウォーキングにご活用ください。
　いつまでも健康で充実した日々が送られるよう、毎日の健康づくりのため、まずは最初の「いっ
ぽ（歩）」に試してみてはいかがですか。
　詳しい利用方法が記載されているパンフレットやガイドブックは保健センターに多少ありま
す。また、鳥取県のホームページにも載っていますので一度ご覧ください。

平成25年２月13

～ウォーキングをしてみませんか～

《とりっぽ（歩）に関するお問い合わせ先》

　「ウォーキング立県19のまちを歩こう事業」実行委員会
　☎０８５７（22）９７９１　 ０８５７（22）８９９９

《とりっぽ（歩）ＵＲＬ》

　 h t t p : / / w w w . t o r i p p o . j p
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今月の言葉　笑顔で　ふくらむ　みんなの若桜

今年も地域の方々のお世話で

「門松」を飾っていただきました。ありがとうございました。

　この日は楽しいクリスマス
会！ペンシルバルーンで、いろ
いろな動物を作って遊びました。
　また、ホットケーキに生クリー
ムとフルーツでトッピングし、
とても美味しそうに出来上がり
ました。

「将来のパティシエ
誕生！」

　地域の大人と子どもが一緒に「とん
ど焼き」を行いました。
　寒い中、顔を真赤にしながら子ども
たちは、竹竿につるした餅を火にあ
ぶって、ぜんざいを作り、おいしそう
に食べていました。
　新しい年に無病息災を祈る「とんど
焼き」
　みんなで、良い年になりますように！

ペンシルバルーン遊び 犬、キリン、白鳥・・・

慎重に下準備 「門松」高野憩の家

町
長

　
小
林  

昌
司

平
井
知
事
に
鳥
取
県
町
村

会
が
要
望

　

去
る
12
月
17
日
、
鳥
取
県
町
村

会（
会
長
：
石
日
吉
津
村
長
）ほ
か

４
名
が
平
成
25
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
町
村
会
の
要
望
を
と

り
ま
と
め
て
平
井
知
事
に
要
望
し

ま
し
た
。
私
も
町
村
会
の
副
会
長

と
し
て
要
望
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
度
は
、
最
重
点
要
望

事
項
と
し
て
８
項
目
を
要
望
、
主

な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
の
総
額

確
保
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
拡

充
、
道
路
網
の
整
備
促
進
な
ど
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
要
望
事
項
と
し
て

35
項
目
を
要
望
、
主
な
も
の
は
、

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と
低
空
飛
行
訓

練
の
中
止
、
山
陰
新
幹
線
の
開
設
、

看
護
大
学
の
設
置
、
国
民
健
康
保

て
い
る
巨
岩「
弁
天
岩
」で
あ
り
、

そ
の
石
の
す
き
間
に
は
ヘ
ビ
と
カ

エ
ル
が
住
む
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

岩
の
前
に
は
拝
殿
が
設
け
ら
れ
、

古
く
か
ら
海
上
安
全
、
商
売
繁
盛
、

縁
結
び
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
毎
年
９
月
の
初
巳
の
大
祭
に

は
近
郊
か
ら
の
多
く
の
参
拝
者
で

賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
前
日

の
宵
宮
に
は
、
若
者
の
多
く
が
参

拝
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は「
因
幡
伯
耆
国
開
運
八
社

巡
り
」が
始
ま
っ
て
３
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
金
運
や
招
福
、
縁
結
び

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気

が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
弁

財
天
は
特
に
縁
結
び
の
神
と
し
て

有
名
で
あ
り
ま
し
て
、
弁
財
天
を

活
用
し
た
婚
活
事
業
が
で
き
な
い

か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

若
桜
町
に
は
酒
の
弁
天
娘
、
弁
天

ま
ん
じ
ゅ
う
、
弁
天
の
鯉
料
理
な

ど
の
グ
ル
メ
も
ご
ざ
い
ま
す
。「
弁

天
三
昧
」と
し
て
町
の
ア
ピ
ー
ル
を

す
る
の
も
今
年（
巳
の
年
）だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
、
町
内
で
弁
財
天
を
世
に
売

り
出
そ
う
と
熱
心
に
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
方
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

こ
の「
巳
の
年
」に
弁
財
天
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若

桜
鉄
道
、若
桜
鬼
ヶ
城
跡
、若
桜
宿
、

険
の
安
定
運
営
の
確
保
、
企
業
誘

致
及
び
雇
用
の
拡
大
、
森
林
整
備

対
策
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

対
す
る
支
援
策
の
拡
充
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

私
も
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の

拡
充
や
間
伐
材
搬
出
促
進
事
業
の

事
業
費
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
平
井
知
事
も
前
向
き
な
検
討

を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は「
巳
」

大
き
く
弁
財
天
を
ア
ピ
ー
ル

　

今
年
の
干
支
は「
巳
」で
あ
り
ま

し
て
、
古
く
は「
神
の
使
い
」と
し

て
蛇
を
あ
が
め
る
言
い
伝
え
も

残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
若
桜
町

三
倉
の
弁
財
天（
江
嶋
神
社
）は
ご

神
体
が
若
桜
杉
の
大
木
に
囲
ま
れ

不
動
院
岩
屋
堂
、
氷
ノ
山
な
ど
を

全
国
に
宣
伝
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
町
、観
光
協
会
、商
工
会
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
も
よ
く
話
し

合
い
を
進
め
て
、
こ
の
機
会
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。中

本
一
郎
さ
ん（
吉
川
出
身
）

が「
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」を

提
言

　

吉
川
出
身
の
中
本
一
郎
さ
ん（
現

在
群
馬
県
大
田
市
在
住
）は
、
お
正

月
の
ふ
る
さ
と
帰
り
を
機
会
に
去

る
12
月
28
日
、
町
長
を
訪
問
し
て

町
づ
く
り
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

中
本
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
ふ

る
さ
と
を
離
れ
て
製
薬
会
社
に
入

社
さ
れ
、
役
員
を
務
め
て
退
職
し

現
在
群
馬
県
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

い
つ
も
ふ
る
さ
と
の
山
や
川
で

遊
ん
だ
こ
と
や
、
友
だ
ち
と
楽
し

く
過
ご
し
た
小
・
中
学
校
で
の
生

活
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
し
て
、

ふ
る
さ
と
に
帰
る
た
び
に
町
が
少

し
ず
つ
元
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、
町
長
に
町
づ
く
り
を

提
言
さ
れ
ま
し
た
。
提
言
内
容
は
、

基
本
戦
略
、
提
案
、
要
検
討
課
題

に
整
理
さ
れ
、
基
本
戦
略
と
し
て

は
若
桜
町
に
現
存
す
る
産
物
、
人
、

設
備
を
活
用
し
て
の
再
生
、
町
長
・

議
会
議
員
・
職
員
は
町
の
経
営
者

･･･

な
ど
。

　

提
案
①
で
は
高
齢
者
の
活
用
、

休
耕
田
の
活
用
。
提
案
②
で
は
住

民
の
生
の
声
を
聞
く（
批
判
・
要

望
の
中
に
改
善
の
ヒ
ン
ト
あ
り
、

議
員
の
意
見
だ
け
で
は
限
界
…
な

ど
）、
行
政
組
織
の
改
編
、
成
果
主

義
の
導
入
。
提
案
③
で
は
子
育
て

の
支
援
、
独
居
老
人
の
支
援
、
氷

太
く
ん
の
活
用（
県
外
の
Ｐ
Ｒ
）、

住
民
の
医
療
問
題
、
要
検
討
課
題

と
し
て
間
伐
材
の
更
な
る
活
用
な

ど
、
数
多
く
の
課
題
に
対
し
て
ご

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
と

し
て
も
早
速
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若桜町三倉の弁財天

平井知事に要望書を提出

「門松」は、神様
を迎えるための依

より

代
しろ

だそうです。
高野老人憩の家の
玄関が門松飾り
で、華やかになり
ました。

★「門松づくり」１２月２２日（土）　参加者７名★

★「読み聞かせ教室」１２月２６日（水）★

★「とんど焼き」１月１４日（月）★

平成25年２月15

きれいで美味しく作るぞ！ ケーキの出来上がり
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森本貞子さ
ん

≪　文　学　≫ ≪　そ　の　他　≫

・沈黙の人 小池　真理子 ・伝説の日本史　　第１巻 井沢　元彦

・残り全部バケーション 伊坂　幸太郎 ・中国に立ち向かう覚悟 櫻井　よしこ

・走れ！ T 高バスケット部　　８ 松崎　洋 ・武士道と修養 新渡戸　稲造

・けさくしゃ 畠中　恵 ・中野京子と読み説く名画の謎 中野　京子

・八重の桜　　１ 山本　むつみ ・夢をかなえる。 澤　穂希

・ここはボツコニアン　　２ 宮部　みゆき ・嫁入り前のお金の作法 山口　京子

・○に十 ( じゅ ) の字 佐伯　泰英 ・ずぼら式３分クッキング 世界文化社

・会津高原殺人事件 西村　京太郎 ・振り子 鉄拳

・神去なあなあ夜話 三浦　しをん ≪　ヤングアダルト　≫

・カジュアル・ベイカンシー　　１・２ Ｊ．Ｋ．ローリング ・Ｎｏ . ６ ｂｅｙｏｎｄ あさの　あつこ

・何者 朝井　リョウ ・魔導師アブラハム マイケル スコット

・冷血　　上・下 高村　薫 ≪　児　童　書　≫

・心がわり 諸田　玲子 ・山に肉をとりに行く 田口　茂男

・ジョン・マン　望郷編 山本　一力 ・ルドルフとスノーホワイト 斉藤　洋

・私 ( わたし ) と踊って 恩田　陸 ・黒魔女さんが通る！！　　１５ 石崎　洋司

・狛犬ジョンの軌跡 垣根　涼介 ・ふしぎなやまびこしゃしんかん 中島　和子

・over the edge 堂場　瞬一 ・０てんにかんぱい！ 宮川　ひろ

・歓喜の仔　　上・下 天童　荒太 ≪　絵　本　≫

・人質 佐々木　譲 ・パンやのろくちゃんだからね 長谷川　義史

・孤愁 新田　次郎 ・３つのなぞ ジョン Ｊ． ミュース

・僕の死に方 金子　哲雄 ・ちがうねん ジョン クラッセン

・間抜けの構造 ビートたけし ≪　郷　土　≫

・はなちゃんのみそ汁 安武　信吾 ・米子・境港・西伯・日野の昭和 樹林舎

・下に見る人 酒井　順子 ・無我 田中　勢津子

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　　着　　図　　書 2012. 12. 30 まで

◎
小
学
生
水
泳
教
室

　

カ
エ
ル
コ
ー
ス

　

２
日
・
23
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

イ
ル
カ
コ
ー
ス

　

２
日
・
23
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

シ
ャ
チ
コ
ー
ス　

　

２
日
・
23
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

14
日
・
28
日
（
木
）

　
　

16
時
40
分
～
17
時
30
分

　

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス　

　

２
日
・
23
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

14
日
・
28
日
（
木
）

　
　

17
時
40
分
～
18
時
30
分

２
月
の
予
定

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
３
・
２
月
号

Ｎ
Ｏ
・
98

　
　
　
　
　

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日　
　

毎
週
月
、
金
曜
日

（
営
業
日
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
18
時
30
分　
　
　
　

12
時
～
20
時

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

みんなでウォーキング教室
からだにいいヨガ教室
ベビー　水泳教室

上記３教室、会員様の入会
　追加募集を行っております。

運動不足やストレスの

解消など体に良いこと

始めませんか。

はじめてみませんか！水中ウォーキング

　基本は陸上のウォーキングと同じですが、足
はかかとから着地し、足の裏全体をしっかりと
プールの底につけるように心がけましょう。
　姿勢は背筋を伸ばし、前かがみにならないよ
う意識し、呼吸が乱れない程度の早さで歩きま
しよう。
　また、歩幅を大きくする、すねで水を蹴り上
げるなど大きな動きで歩くことを意識するだけ
でダイエットや筋力アップにつながります。

水泳教室の募集について
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川　

柳　

（
さ
く
ら
吟
社
）

雪
道
は
危
険
ゆ
っ
く
り
杖
を
つ
き

�

植
田
み
の
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
三
年
日
記
挑
戦
だ

�

車
井　

信
恵

濡
れ
落
葉
青
春
時
代
あ
っ
た
の
に

�

門
村　

千
代

恋
人
に
し
た
い
コ
タ
ツ
と
冬
ご
も
り

�

蔵
本　

悦
子

あ
と
五
年
生
き
て
い
た
い
と
言
っ
た
母

�

中
田　

房
江

大
根
が
娘
の
よ
う
に
太
り
だ
す

�

茗
荷　

き
み

政
治
家
の
為
の
政
治
は
も
う
要
ら
ぬ

�

盛
田　

夢
路

気
は
若
い
泣
き
言
い
わ
ず
頑
張
る
ぞ

�

石
岡
せ
つ
子

朝
ド
ラ
に
い
つ
も
元
気
を
貰
っ
て
る

�

西
谷　

幸
子

食
っ
ち
ゃ
あ
寝
ゆ
っ
く
り
春
が
来
る
を
待
つ

�

谷
口　

史
子

髪
と
爪
伸
び
て
身
の
丈
縮
み
だ
す

�

永
原　

昌
鼓

ゆ
っ
く
り
と
噛
み
し
め
て
い
る
幸
せ
よ

�

土
岐　

昌
子

蒔
い
た
種
い
つ
か
は
き
っ
と
花
が
咲
く

�

藤
原
美
智
恵

泣
い
た
の
は
玉
葱
む
い
た
事
に
す
る

�

川
上　
　

巧

政
治
家
に
な
っ
た
つ
も
り
の
酒
の
席

�

山
本　

欣
和

一
晩
の
旅
の
準
備
に
三
日
か
け

�

盛
田　

康
秋

宿
帳
に
夫
婦
と
書
い
て
疑
わ
れ

�

中
島　

寿
道

同
窓
会
世
話
す
る
人
が
い
な
く
な
り

�

竹
口　

清
信

長
生
き
の
秘
訣
泣
き
た
い
時
は
泣
く

�
岡
崎　

彰
夫

泣
き
言
は
お
止
し
な
さ
い
と
冬
の
海

�

藤
原　

鬼
桜

俳　

句　
（
若
桜
い
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俳
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要
る
だ
け
を
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に
走
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か
な
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の
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や
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壊
わ
さ
れ
し
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か
な
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江

俳　
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（
鶴
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会
）
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天
湯
に
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身
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め
て
冬
銀
河

�

山
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小
品

小
雪
舞
う
車
の
遅
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と
峠
越

�
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島　

富
子

先
人
に
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ひ
し
こ
と
の
年
用
意

�

谷
口　

裕
子

年
忘
れ
下
戸
も
十オ
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番コ

の
歌
三
昧

�

盛
田　

紘
子

風
冴
ゆ
る
駅
の
ホ
ー
ム
を
小
走
り
に

�

竹
本　

光
子

山
畑
に
コ
ス
モ
ス
音
も
な
く
揺
る
ゝ

�

茗
荷　

恵
子

サ
ー
ク
ル
紹
介

　池田分館では今年度最後の寿大学を12
月15日（土）に開催しました。
　今回は「笑い」をテーマに、鳥取大学
研究会のメンバー６人を迎えて、落語の
会を行いました。
　最初にメンバー４人による落語を聞き
ました。その中の一席「粗

そ

忽
こつ

長
なが

屋
や

」とい
う噺
はなし

・・・。

第４回池田分館寿大学

盛り上がった大喜利

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
着
物
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
着
て
い
た
だ
き
た
く
て
、
こ

の
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

　

着
物
は
、
現
代
の
生
活
に
適
応
し
に
く
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
着
物
を
着
る
と
動
け
な
い
」「
着
く
ず
れ
が

す
る
」「
帯
を
結
ぶ
と
苦
し
い
」と
言
わ
れ
ま

す
。

　

現
代
の
着
付
は
、
腰
ひ
も
を
一
本
も
使
わ

ず
に
、
美
し
く
楽
に
着
る
た
め
の
技
法
や
小

物
が
研
究
改
良
さ
れ
、
こ
の
着
付
な
ら
洋
服

を
着
る
よ
う
に
気
軽
に
着
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

一
人
で
早
く
着
く
ず
れ
し
な
い
近
代
和
装

の
着
付
を
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
が
是
非
こ
の
着
付
を
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。 着

物
着
付
教
室

着付教室の様子

　　　手づくり簡単お菓子受講生募集
　身近な器具、材料のみで作る手づくり簡単お菓子３品
（みかんムース、開口笑、チーズケーキ）の作り方を教わります。
【日　　時】　２月２３日（土）
【場　　所】　若桜町公民館　調理室
【時　　間】　１０時～１２時
【講　　師】　君野　和枝　さん
【参 加 費】　５００円程度（材料代）

　12月22日（土）、毎年恒例のクリスマス会を若桜
町公民館で開催しました。クリスマスツリーやイル
ミネーションに彩られた会場内では、読み聞かせグ
ループ『もこもこ』による「ブラックライト紙芝居」
や「大型絵本の読み聞かせ」などが行われ、ジン
グルベルの歌にあわせた「ジャンケン列車ゲーム」
で盛り上がりました。

一足早いクリスマスを満喫
　クリスマス会

　ジャンケン列車ゲームはジャンケンで勝った人
の後ろに負けた人が連なり、列車のように長い列
ができるゲームです。ジャンケン勝者の３人には「も
こもこ」から動物の形に作られた風船のプレゼント
が贈られ、子どもたちは大喜びでした。
　その後、スポンジケーキを生クリームやいろい
ろな果物などでデコレーションした自分だけのクリ
スマスケーキを完成させました。

飾りは大きいお姉ちゃんにお任せ楽しかったジャンケン列車ゲーム

　『ある日、浅草の観音さまにお参りにき
た八が行き倒れに出会う。死

し

骸
がい

をみてま
ぎれもなく親友の熊公だと思い込む。居
合わせた人が「知り合いかい？」と尋ね
ると、八いわく「とにかくここへ当人を
連れてきて死骸を引き取らせます」と長
屋の熊の所へすっ飛んでいく。八から「浅
草寺でおまえが死んでいた」と告げられ
た熊。乗り気でない熊を連れて八は死骸
を引き取りに浅草寺に戻る。「死人」の熊
を連れて戻ってきた八に周囲の人は呆れ
てしまう。死骸に接した熊は「自分の死体」
を抱いて涙を流している。と、そこで熊、
八に問う。「抱かれているのは確かに俺な
んだが、抱いている俺はいったい誰だろ
う。」』
　そそっかしい二人の噺に、会場のあちこ
ちで笑いが聞かれました。その後、メン
バー全員と会場のみなさんが一緒になっ
て、大喜利で盛り上がりました。みんな
で笑って楽しんだひと時でした。

【持 ち 物】　エプロン、三角巾
【申込期限】　２月１５日（金）
【申 込 先】　若桜町公民館　
　　　　 　☎（８２）１５８４
　　　　　　IP☎９（８２）１５８４ 手作りお菓子３品


